




資料１－１

日付
基本コンセプト

基本方針
施設建設地

施設規模

諸室面積等
複合施設

コスト低減

スケジュール等
備考

○ △ △

候補地（案）提示 説明（新しい学校） 説明（新しい学校）

①事務局案以外の候補地募集 ②ワークショップの意見出し

7月23日

7月27日

○

（ワークショップ）
○ △ △

キーワード出し
データ等比較検討

選定方法決定

ワークショップで出

る意見を抽出

ワークショップで出

る意見を抽出

○ ○
○

（ワークショップ）

○

（ワークショップ）

ＷＳの意見をもとに

素案検討
候補地決定

施設･機能について

意見出し

複合化について

意見出し

次回までの検討事項等

城東学園小中一貫校整備検討委員会検討スケジュール

5月29日 準備会

7月9日 第１回

保護者

意見聴取

保護者意見交換会

（再編・統合について、学校の建設場所についての意見聴取）

8月7日 視察 沼津市立静浦小中一貫学校視察

９～10月
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

ｱﾝｹｰﾄ

学校教職員・児童生徒向け・保護者向け

（どんな学校にしたいか、施設・機能についてをメインに聴取する）

実施方法は

要検討

8月27日 第２回

次回までの検討事項等

９月
地区役員

との協議
地域公共施設（主に地区センターを想定）の複合化検討に向けた地区役員と市担当課との協議 資産経営課主催

９月中旬 地区説明会
経過説明、整備コンセプト・建設地について意見聴取

土方地区：9/19（木） 佐束地区：      中地区：9/14（土）

地区ごとに

３回行う

10月30日 第３回

次回までの検討事項等
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城東小中一貫校整備 建設候補地の評価及び課題の比較 
 

  
参

考 
候補地１：城東中学校 

参

考 
候補地２：東京女子医科大学跡地 

参

考 
候補地３：佐束小学校＋佐束幼稚園跡地 

概要  ・現在の城東中学校の敷地に小中一貫校を建設する。  ・東京女子医科大学跡地に小中一貫校を建設する。  ・佐束小学校及び幼稚園跡地に小中一貫校を建設する。 

現況図 

（同縮尺） 
 

 

 

                       

候補地の 

面積 
○ 

・35,045㎡（学校施設台帳面積） 

○ 

・34,120㎡（登記簿面積） 

・敷地面に高低差があり、造成のやり方によっては、活用
できる面積が減少する可能性がある。 

× 

・26,989㎡ 

内訳 佐束小学校 22,365㎡（学校施設台帳面積） 

佐束幼稚園 4,624㎡（市公共施設カルテ面積） 

用地取得の
必要性 

○ 

・市有地であるため、用地取得の必要性がない。 

・西側 山林（丘陵地）（私有地） 

○ 

・市有地であるため、用地取得の必要性がない。 

・東側 農地（青地） 

・西側 大東北運動場（市有地） △ 

・市有地であるため、用地取得の必要性がない。 

・南側の農地は農用地区域（青地農地）であり、農振除
外・農地転用して拡張用地とするのは困難。 

・小中一貫校用地としては狭く、佐束幼稚園跡地を含めた
場合でも小中一貫校の敷地として十分な広さが無い。 

敷地形状・ 

周辺環境等 
△ 

・敷地形状は不整形かつ南北に長い敷地であり、現在のテ
ニスコート敷地は北側に分離した位置にある不整形な形
状。 

・丘陵地にあり、周辺環境は農地や雑木林。 

・主要地方道掛川大東線を挟んだ東側には、大東北運動場
（多目的広場 16,071㎡、テニスコート 4面、ライフスポ
ーツ広場）がある。 

・敷地内は概ね平坦な地形。 

 

・こども園は主要地方道掛川大東線を挟んだ南側にある。 

○ 

・敷地の平面形状は比較的整形であるが、敷地内の地盤面
に高低差があるため、学校施設は分散配置となることが
想定される。 

・丘陵地にあり、東側には茶畑が広がっている。 

・西側には大東北運動場（多目的広場 16,071㎡、テニスコ
ート 4面、ライフスポーツ広場）が隣接し、南側には、
きとうこども園が開設されている。 

・敷地内は 35.0ｍ、38.0ｍ、47.5ｍの高低差がある地盤
面。 

・こども園は南側に立地し、連携が図りやすい。 

○ 

・敷地形状は概ね整形。 

 

 

・周辺は住宅地、農地が広がっている。 

・南側には佐束幼稚園跡地がある。 

 

 

・敷地内は概ね平坦な地形。 

 

・こども園から離れている。 

参考欄の記載は事務局案です。 

○：優れている △：やや劣っている ×：劣っている 

資料５ 

海抜  
約 38.1ｍ 

海抜  
約 38.6ｍ 大東北運動場 

東京女子 
医科大学跡地 

城東中学校 東京女子 
医科大学跡地 

大東北運動場 

城東中学校 

きとうこども園 バス停：城東中学前 バス停：大東北運動場前 

佐束小学校 

佐束幼稚園跡地 

バス停：井崎 

海抜  
約 13.3ｍ 
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参

考 
候補地１：城東中学校 

参

考 
候補地２：東京女子医科大学跡地 

参

考 
候補地３：佐束小学校＋佐束幼稚園跡地 

施設配置 △ 

・東西方向が短い敷地形状であるため、校舎を南向き配置
とする場合は高層化する必要がある。 

 

・現在のグラウンドに校舎を建設する場合は、城東中の学
校生活に影響があり、グラウンドが利用できなくなる期
間が発生する。 

・小学生用・中学生用それぞれのグラウンドが確保できな
いため、兼用のグラウンドとなる。 

・プールは、城東中学校の既設プールの利用検討が必要。 

・スクールバス乗降場及びまとまりある駐車場の配置が取
りにくい。 

△ 

・敷地内は地盤面に高低差があり造成のやり方によって
は、野球場、テニスコートは大東北運動場の施設利用お
よび、敷地外にグラウンド整備の検討が必要。 

・現状の小中学校での学校生活に大きな影響を与えること
がなく、小中一貫校の整備が可能である。 

 

・小学生用・中学生用それぞれのグラウンドが確保できな
いため、兼用のグラウンドとなる。 

・プールは、城東中学校の既設プールの利用検討が必要。 

・敷地内にスクールバス乗降場及び駐車場の配置は可能。 

× 

・概ね、整形な敷地形状であるが、広さが十分でないた
め、校舎、屋内運動場、グラウンド、テニスコート等の
ゆとりある配置が困難。 

・現在のグラウンドに校舎を建設する場合は、佐束小の学
校生活に影響があり、グラウンドが利用できなくなる期
間が発生する。 

・小学生用・中学生用それぞれのグラウンドが確保できな
いため、兼用のグラウンドとなる。 

・既設プールの継続利用及び中学校プールの検討が必要。 

・スクールバス乗降場、駐車場の配置が困難。 

通学 ○ 

・主要地方道掛川大東線に路線バス（掛川大東浜岡線）の
バス停（城東中前）が設置されている。バス停（城東中
前）は、現在の城東中の正門から約 50ｍ東に位置。 

・徒歩及び自転車圏内の児童生徒数は全体の約 96.5％、通

学補助が必要となる児童生徒数は約 3.5％。 

※現行基準（徒歩 4ｋｍ未満、自転車 6ｋｍ未満）の試算 

※通学補助はスクールバスや路線バス通学を想定 

・城東中学校区の中央部に位置しているため偏りが無く、
土方小、佐束小、中小の小学校区から通学・来校しやす
い。 

○ 

・主要地方道掛川大東線に路線バス（掛川大東浜岡線）の
バス停（大東北運動場前）が設置されている。バス停
（大東北運動場前）は、敷地南側から約 100ｍ西に位置。 

・徒歩及び自転車圏内の児童生徒数は全体の約 96.5％、通

学補助が必要となる児童生徒数は約 3.5％。 

※現行基準（徒歩 4ｋｍ未満、自転車 6ｋｍ未満）の試算 

※通学補助はスクールバスや路線バス通学を想定 

・城東中学校区の中央部に位置しているため偏りが無く、
土方小、佐束小、中小の小学校区から通学・来校しやす
い。 

△ 

・主要地方道掛川大東線に路線バス（掛川大東浜岡線）の
バス停（井崎）が設置されている。バス停（井崎）は、
現在の佐束小の正門から約 300ｍ北西に位置。 

・徒歩及び自転車圏内の児童生徒数は全体の約 90.7％、通

学補助が必要となる児童生徒数は約 9.3％。 

※現行基準（徒歩 4ｋｍ未満、自転車 6ｋｍ未満）の試算 

※通学補助はスクールバスや路線バス通学を想定 

・城東中学校区の東部に位置しているため、通学距離に偏
りがある。 

候補地の 

安全性 
△ 

・敷地の過半（西側、南側及び北側）が「急傾斜地の崩
壊」土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に該当し
ている。 

・液状化危険度は評価対象外。（静岡県第 4次地震被害想
定：対象となる地層がない） 

 

△ 

・敷地の一部（北側及び南側）が「急傾斜地の崩壊」土砂
災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に該当している。 

・液状化危険度は評価対象外。（静岡県第 4次地震被害想
定：対象となる地層がない） 

△ 

・敷地の一部（北側）が「急傾斜地の崩壊」土砂災害警戒
区域に該当している。 

・液状化危険度は評価対象外。（静岡県第 4次地震被害想
定：対象となる地層がない） 

・敷地全体が佐束川の外水氾濫 0.3ｍ未満の区域となって

いる。 

経済性 △ 

・現在の校舎がある場所に施設を整備する場合は、仮設校
舎の建設が必要。 

・土砂災害警戒区域を解除するための造成工事、擁壁工事
が必要であり、事業費が多く掛かる。 

 

・土砂災害への対策を講じるために造成費が必要。約 3.7

億円（西側の用地取得費・消費税除く）※ 

・既存校舎等を利用しながら工事を行う場合は、接道条件
に課題がある。（工事車両動線：道路との高低差、学校動
線との分離） 

△ 

・仮設校舎を建設せずに小中一貫校整備が可能。 

 

・敷地内の造成された地盤面を活かしながら校舎等を配置
すれば造成費の抑制は可能だが、使用できる面積は減少
する。 

・土砂災害への対策を講じるために造成費が必要。約 1.3億
円（消費税除く）※  

△ 

・現在の校舎がある場所に施設を整備する場合は、仮設校
舎の建設が必要。 

 

 

 

・土砂災害を考慮し、対策を行うかの検討が必要。 

 

・佐束川の外水氾濫を考慮し、校舎の 1階フロア高さや地
盤面を盛土するなどの検討が必要。 

 

事業スケジ
ュール 

△ 

 

 

・仮設校舎を建設する場合には、全体の工事期間が長くな
る。 

 

・土砂災害警戒区域を解除するための造成工事、擁壁工事
が必要であり、事業スケジュールが長く掛かる。 

・敷地内に仮設校舎を建設する場合は令和 14年度開校、仮
設校舎を建設しない場合は令和 13年度開校を想定。 

○ 

 

 

・建設に係る制約条件が少ないため施設整備に関する検討
が比較的容易であり、事業スケジュールの見通しが立て
やすい。 

・土砂災害警戒区域を解除するための造成工事、擁壁工事
が必要。（候補地１ほど長期間の造成工事ではない） 

・令和 12年度開校を想定。 

○ 

・現在のグラウンド等は埋葬文化財包蔵地に含まれている
ため、事業スケジュールに影響する可能性がある。 

・仮設校舎を建設する場合には、全体の工事期間が長くな
る。 

 

・大掛かりな造成工事が無いため、敷地内に仮設校舎を建
設する場合及び仮設校舎を建設しない場合、ともに令和
12年度開校を想定。 
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参

考 
候補地１：城東中学校 

参

考 
候補地２：東京女子医科大学跡地 

参

考 
候補地３：佐束小学校＋佐束幼稚園跡地 

都市計画と
の整合 

○ 

・立地適正化計画における土方・佐束地域生活拠点に該
当。 

・小・中学校は、区域内に維持する都市機能増進施設（教
育施設）であるため、計画と整合している。 

○ 

・立地適正化計画における土方・佐束地域生活拠点に該
当。 

・小・中学校は、区域内に維持する都市機能増進施設（教
育施設）であるため、計画と整合している。 

○ 

・立地適正化計画における土方・佐束地域生活拠点に該
当。 

・小・中学校は、区域内に維持する都市機能増進施設（教
育施設）であるため、計画と整合している。 

※造成費用の概算額は、現段階の試算であり、今後の具体的な計画内容によって概算額を変更する場合があります。 



城東学園学校建設候補地評価シート（案）

候補地１ 候補地２ 候補地３

城東中学校 東京女子医大跡地 佐束小学校

敷地面積

配置イメージ図等を参考に、学校で必要となる施設・設備が配置できる広さが確保できるか。駐車

場が欲しい等の要望をかなえられることが出来る広さがあるか。

【十分な面積を確保できる場合に高評価】

5

敷地形状

施設を整備する際に、敷地の形状や既存の構造物（河川や道路）等によって、施設の配置が制約さ

れることはないか。

【制約が少なく自由度が高い場合に高評価】

5

通学経路の安全性

子どもたちが安全に通学できると思われるルートで通学路の設定が可能か。歩道や横断歩道の整備

状況、交通量の少ない道路を使って通学ができるか。

【安全性が高い場合に高評価】

5

道路幅員等

学校周辺の道路はスクールバスや緊急車両がスムーズに進入できる道路幅員があるか。保護者の送

迎などで学校周辺を通行する車両が増えたとしても渋滞が発生しにくい場所であるか。

【周辺の道路環境が良い場合に高評価】

5

長距離通学者

通学支援の対象となる子どもの想定人数

（小学生は４km、中学生は６kmが現在の基準）

【通学支援の対象となる子どもの数が少ない場合に高評価】

5

周辺環境（５点） 騒音･振動･臭気等の有無
落ち着いて学校生活ができる環境であるか。

【良好な環境であれば高評価】
5

危険度（浸水）
ハザードマップ等における指定状況

【危険性が低ければ高評価】
5 5 5 2

危険度（がけ崩れ）
ハザードマップ等における指定状況

【危険性が低ければ高評価】
5 1 3 5

危険度（液状化）
ハザードマップ等における指定状況

【危険性が低ければ高評価】
5 5 5 5

こども園との連携
こども園との交流のしやすさはどうか。

【交流がしやすい環境であれば高評価】
5 3 5 1

地域との連携

３地区の住民が学校に行きやすい場所であるか。

学校までの距離、地域住民の皆さんも駐車できる十分なスペースが確保できるか。

【学校と地域が連携しやすい場合に高評価】

5

経済性

（５点）
用地の新規取得、造成の有無

施設建設以外に要する費用がどれくらいあるか（用地取得費や造成費等）

【安価に整備ができる場合に高評価】
5 3 3 4

迅速性

（５点）
開校までに要する期間

開校までに要する期間の長さはどうか。

(開発申請の手続きや造成等の期間も含めて評価)

【短期間で整備できる場合に高評価】

5 3 4 3

都市計画（５点） 都市計画･まちづくり

跡地活用の可能性等も考慮し、候補地周辺地域及び土方・佐束・中地区全体に対する都市計画やま

ちづくりへの影響はどうか。

【３地区にとってより良い影響があるものを高評価】

5

70点満点 70

備考配点

交通の利便性･安全性

（15点）

防災面

（15点）

地域連携

（10点）

敷地条件

（10点）

指標 考え方
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施設整備コンセプト・基本方針について 

施設整備コンセプト・基本方針とは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設整備コンセプト・基本方針の整理の進め方】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備コンセプト 

どんな学校を 
つくりたいか 

【整備コンセプトとは】 

これまでの検討委員会やワークショップ等を通して 

いただいた意見を反映した 

『新たな学校施設の整備で実現したいこと（理念）』 

（ハード面～ソフト面を含む） 

 

基本方針 基本方針 基本方針 

どんな 
施設・機能が 

必要か 

【基本方針とは】 

整備コンセプトを実現するための 

『求められる施設・導入機能の考え方』『機能配置等の空間のあり方の考え方』 

参考：原野谷学園小中一体校における整備コンセプト 

施設の設計へ 

 

新しい学校施設の社会潮流 

■  

■掛川市の関連計画等 

・

・教育大綱かけがわ【H28 年～10 年間】 

 ・ 

 

第２回城東学園小中一貫校整備検討委員会 

（ワークショップの意見） 

❶新しい学校に望むこと 

❷今までの学校の活動で、新しい学校に 

継承したいこと 

検討資料（説明） 

『施設整備コンセプト（案）について』 
8/27 

第３回 

城東学園小中一貫

校整備検討委員会 

キーワード抽出・ワークショップ 

 ９～10月 

児童生徒意見聴取 
 9～10月 

教職員意見聴取 

10/30 

第４回 

城東学園小中一貫

校整備検討委員会 

検討資料（説明） 

『施設整備コンセプト・基本方針について』 

8/7 視察感想 

（取り入れたい機能等） 

資料６ 

原野谷からはじまる、夢と希望に向かう 

新たな共創のまなび舎 

●原野谷学園の地域性や現状を踏まえ、小中一貫教育を推進するためにふさわしい学校の在り方

は、小中学校「施設一体型」の学校の整備が望ましい。 

●小中一貫教育の研究（小・中学校が強く連携し、一貫性のある教育を実施する）は、原野谷学園

で早くから進められており、新しい学校についても掛川市において小中一貫校のモデルとなる学

校づくりを目指す。 

●児童生徒ワークショップでは『夢』というキーワードが多く出された。これらの意向を尊重し、

普段から学校で学び、生活する子どもたちが、前向きに過ごすことができる学校づくりを目指す。 

●原野谷が育んできた児童・生徒の縦と横のつながり、そして地域とのつながりを活かした協働的

な学びを実現する学校づくりを目指す。 

 

基本方針 

❶ 個別最適な学びと協働的な学びの⼀体的な充実に向け、柔軟で創造的な学習空間づくり 

❷ 児童生徒の心のゆとりを生む、健やかな学習・生活空間づくり 

❸ まわりの豊かなみどりに調和し、自然を感じることのできる施設づくり 

❹ 地域とのつながり・交流を大切にし、ともに創造する共創空間づくり 

❺ 児童生徒の安心・安全に配慮した地域の防災拠点づくり 

❻ 教職員の働き方に配慮した学校づくり 

 ９～10月 

保護者意見聴取 










